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2014 年実施試験（2015 年採用選考）合格目標 

採用試験 

教員講座 

ガイダンス 教 員 
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１ 教員採用試験とは 

  ・大きく公立学校教員と私立学校教員に大別 
 【公立学校教員】 

・ 都道府県教育委員会（政令指定都市では市教育委員会）実施の採用試験

を受験 
・ 採用試験合格後に各教育委員会採用名簿に登載 
・ 最終面談を経て赴任先が決定する 

 【私立学校教員】 
・ 各学校による採用試験を受験 
・ 私立学校教員適性検査を受験 

 
 

 

２ 受験資格 

・ 教員免許取得者もしくは取得見込みの者 
・ 一部自治体では教員資格試験受験予定の者も受験可能 

  （上記以外にも欠格事由に該当しない） 
 

 

３ 日程・スケジュール 

 
（時期は自治体により異なる） 
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４ 試験内容 

・ 一般的に１次試験と２次試験に分かれる 
・ １次試験は教養試験や専門試験などの筆記試験が実施される 
・ ２次試験は面接や討論（集団活動）などの人物試験が中心となる 
・ 人物試験重視の傾向から一次試験でも人物試験（面接や論作文）を導入

する自治体も多い 
 
 【教養試験】 

・ 人文、社会、自然科学や時事知識を問う一般教養試験と、教員として必

要な知識を問う教職教養試験に大別される 
・ 一般教養試験は自治体により難易度が異なり、一部自治体は実施自体無

いことがある（東京都や宮城県など） 
・ 教職教養試験は、教育学、関連法規、心理学、教育の歴史、学習指導要

領に関する知識、教育時事などが出題される 
（教育原理、教育法規、教育心理、教育史と表されることが多い） 

  
 【専門試験】 

・ 教科指導における専門的な知識を問う 
・ 自治体により難易度が若干異なるが、平均すると大学入試レベルの出題

が多い 
 
 【人物試験】 

・ 面接は個人面接と集団面接があり、自治体により形態が異なる 
・ ５名程度の受験者が話し合いや作業を行う集団活動（討論）を実施する

自治体が多い 
 
 【実技試験】 

・ 体育、音楽、美術、理科を中心に指導に必要な実技力を問う実技試験を

実施する自治体が多い（内容は各自治体で異なる） 
・ 授業力、教材解釈力、運営力を問う模擬授業や単元指導計画作成が課さ

れることがある 
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 【適性検査】 
  ・YG 検査や MMPI など各種適性（人格）検査を実施している自治体があ

るが、対策等は特に必要はない 
 
 
 
５ 評価規準と倍率 

・ 筆記試験の合格点は自治体や試験形式、教科等により大きく異なる 
・ 人物試験では、熱意、専門性、人間性を評価し、細かい観点は自治体に

より公表されていることが多い 
・ 知識量より人物、人柄を重視する傾向が強い（教員採用等の改善につい

て〜通知〜 23 文科初第 1334 号） 
・ 全国的な動きとして採用者数を増加しているため倍率は低下傾向 
・ 競争率は H24 年度選考で、5.8 倍 

（小学校 4.4 中学校 7.7 高等学校 7.3 特別支援 3.4 養護教諭 8.2） 
 
 
６ 資料 

・ 資料１ 平成２４年度全国教員採用試験実施状況 
・ 資料２ 平成２５年度教員採用試験における人物・実技試験実施一覧 
・ 資料３ 平成２５年度教員採用試験における各試験の実施状況 
・ 資料４ 平成２６年度東京都教員採用試験応募状況 

 
 出典：文部科学省および各教育委員会 HP より 
 
 
 
 
 
 
 
 
 




















